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目的 : COVID-19 流行 下 に お ける 多 人 数 授業 の 実践 報告 と し て , 遠隔 授業 で 行なう 情報 リテラ シー 向上 の た め の 研 究 
演習 に つい て 報告 する . 
方 法 : 看護 系 大 学 1 年 生 に 行なっ た 授業 の うち , 調 宜 ・ 研 究 に 参加 する 研究 演習 と , 学生 同士 の プレ ゼン テー ショ ン 
の 事例 を 対象 と し た . 従来 の 対面 授業 と , COVID-19 流行 下 で 学生 が 自宅 か ら イ ンタ ーネット を 介し て 参加 する 遠隔 
授業 で , 加 研究 演習 の 事例 の 学習 課題 と 実施 方 法 を 比較 し た . 
結果 : 対面 授業 で 実施 し て いた 研究 演習 は , 遠隔 授業 で も ある 程度 実施 で きた . た だ し , 学生 の 学習 環境 に よっ て 利用 
可能 な ソフ トウ エア が 異な り , 学習 課題 の 見 赴 し や 学習 方 法 を 変更 し た , また , 学習 課題 に 応じ て , グル ー プ ワー ク と 
個人 ワー ク の 配分 を 変更 し た . 
考察 : 感染 症 の 流行 下 に ある 学生 の 学習 環境 に 配慮 する と 同時 に , 平時 より , 学習 に 必要 な リソー ス を 念頭 に お き , 学 
習 目 標 を 遠 成す る た め の 効 果 的 ・ 効 率 的 な 学習 方 法 を 開発 し 続け る 必要 が ある . 

修 者 が 学校 に 集合 し て 受 千 する 対面 授業 の 場合 演習 
に 必要 な パソ コン や 分 析 ソ フト な どの 物理 的 な り リソー 

ス は 学校 に 全て 揃っ て お り , 学習 に 必要 な 人 条件 は ある 

1. は じ め に 

新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 (COVID-19) の 流行 に 

より, 対面 を 中 心 と し た 授業 は , 感染 拡大 防止 対策 の 

た め , イン ター ネッ ト を 介し た 遠隔 授業 へ の 変更 を 余 

位 な くさ れ た 2. これ は , と くに 実技 ・ 演 習 , 臣 地 実 
習 を 必要 と する 科目 へ の 影 が 大 きく , 従来 の 方 法 を 

変更 する な ど ? 9 新た な 教 援 法 を 検討 する 必要 性 が 生 

じ た . 例え ば , 情報 リテラ シー の 習得 を 目的 と し た 演 

習 (以下 , 情報 処理 演習 ) で は , パソ コン を 利用 し て , 

文献 検索 , 資料 の 作成 プレ ゼン テー ショ ン な ど に 取 

り 組 む ?.、 さら に 医療 系 の 養成 校 で は , 調査 ・ 研 究 や 
デー タ 分 析 の 演習 が 加わ る %9. この よう な 演習 は , 学 

程度 整っ た 環境 で ある . また , 対面 授業 は , 数 員 は 学 

修 者 全体 の 様子 を 直接 観察 し や すく , 学修 者 の 学習 の 

進捗 を みな が ら 質 問 ・ 助 言 し や すい . 

一 方 で , 学修 者 が イン ター ネッ ト に 接続 さん た パソ 

コン 等 を 介し て , 自宅 か ら 参 加 す る 遠隔 授業 で は , 演 

習 の 内 容 や 学修 者 の 学習 環境 に よっ て , 集合 形式 の 演 

習 と 同様 の 臨機 応変 な 対応 が 困難 と な る . まず 物理 的 

な リソー ス の 問題 は , 日 本 で は , 個人 の スマ ー ト フォ 

ン 所 有 は 進ん で いる も の の , 家庭 で の パソ コン や タプ 

レッ ト と いっ た デジ タル デバ イス の 普及 は , 国際 装 に 

も や や 通れ て いる 『。 大 学生 の パソ コン 所 須 率 は , 調 
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び 実 践 報告 
  

査 に よっ て 異な る が 約 7ー9 割 と いう 結果 が 報告 され 
て お り , スマ ー ト フォ ン の み で 受 護 し て いる 学生 も 一 

定数 いる ? 上. また, 遺 隔 授業 で あっ て も 同時 沿 方 向 
性 授業 に より , 学修 者 同士 や 学修 者 ・ 教 員 間 で の 会 話 

は 可能 で ある が , 多 人 数 授業 で は 一 度 に その 場 で 鶴 察 

で きる 学修 者 数 に は 限界 が ある . さら に , 日 本 の 大 学 

は 従来 か ら 情 報 通信 技術 (nformation and Communi- 

cation Technology : ICT) 活用 の 遅れ が 課題 と な っ て 

いる ゆこ の よう に 平時 か ら 明 ら か に な っ て いた 課題 

は , COVTD-19 の 流行 に より さら に 浮 彫 と な っ た . 

学修 者 に と っ て も , 通信 課程 の 大 学 等 以外 の 学生 の 
場合 は , 自宅 か ら 遼 隔 授業 を 受け る こと は 想定 され て 

お ら ず , 学習 環境 の 整備 や 身体 的 な 疲労 に 加え , 

COVID-19 流行 下 の 心 理 的 な 負担 が 問題 と な っ て い 
る %.10,12.13) 。 

これ まで 春 護 師 等 学校 用 成 所 に お ける 多 人 致 授業 で 

の 情報 処理 演習 9 りや プレ ゼン テー ショ ン の 工夫 ? は , 
集合 形式 の 対面 授業 で の 事例 で , 憶 隔 授業 で も 実現 可 

能 で ある か に つい て は 報告 され て いな い . 2020 年 度 は 

COVID-19 の 流行 と いう 状況 下 に あっ た が , 遠隔 授業 

に お ける 多 人 数 授業 の 情報 処理 演習 の 笑 践 例 は , 今後 

の 感染 症 流行 に 代え た 授業 開発 に つなが る だ け で な 

く , 感 菜 症 の 流行 が 終 島 し た あと の 1ICT 化 推進 に も 頁 

柚 す る で あろ う ., 

IH. 目 的 

COVID-19 流行 下 に お ける 多 人 数 授業 の 実践 報告 と 
し て , 遺 呈 授業 で 行なう 看 談 学 生 を 対象 と し た 情報 リ 
テラ シー 向上 の た め の 研 究 演 習 に つい て 報告 する . 

I. 研究 演習 の 概要 と 事例 

1. 授業 の 概要 

国立 着 護 大 学校 着 護 学部 (以下 , 本 学 ) は , 1 学年 

約 100 人 で , 必修 科目 「 邊 護 情報 学 」 を 1 年 次 前 期 ・ 

後期 に 開講 し て いる . 授業 の 到達 目標 は , 医療 ・ 看 護 
情報 を 入手 し 清 報 の 内 容 を 吟味 する こと が で きる , 現 

在 の 医療 (医学 ・ 看 護 学 ) を 支え て いる 科学 的 思考 方 

法 に つい て 説明 する こと が で きる , 学術 論文 を 読み 解 

く た め に 必要 な 医療 統計 学 の 基本 を 習得 する こと が で 

きる , 縛 報 処理 の 基本 技術 (Microsoft Word, Excel, 

PowerPoint) を 習得 する こと が で きる な ど で あ る 9. 
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8. 研究 演 百 の 事例 

対象 と な る 事例 は , 横断 研究 の 一 連 の 工程 を 体験 す 

る 演習 (以下 ,「 ア ン ケ ー ト 調査 実習 」), 教員 が 計画 し 

た ラン ダム 化 比較 試験 の 研究 演習 に , 研究 参加 者 の 立 

場 で 参加 する 演習 (以下 , [ラン ダム 化 比 較 試 験 の 体 

験 ]), アン ケー ト 調 査 に 参加 し て バイ アス を 体験 する 

演習 (以下 ,「 バ イア ス 体 験 演習 9, フル ー ツ カク テ 
ル 式 プレ ゼン テー ショ ン を 用 いた グル ー プ 発表 (以下 , 

「 プ レ ゼ ン 演 習 」)? で ある . 
な お , フル ー ツ カク テル 式 プ レ ゼ ン テ ー シ ョ ン と 

は , 多 人 数 接 業 で プレ ゼン テー ショ ン を 行なう 際 の 方 

法 と し て 券 案 さ れ た 手法 で , 「 あ る 課題 に 対し て , 一 緒 

に 取り 組ん だ チー ム と は 異な る メン バー で 新た な グ 

ルー プ を 作り , 各 グ ルー プ 肉 で 順に 区 表す る 方 法 で , 

グル ー プ を 複数 回 シャ ッ フ ル し 発表 を くり 返す 」 と い 

. う 方法 で あり , 参加 者 全員 に , 発表 ・ 質 問 の 次 任 と 役 

割 を 平等 に 提供 する と いう 特徴 を も つり . 

3. 分 析 方 法 

研究 演習 の 各 事 例 に つい て , 2019 年 度 ま で 実施 し て 

いた 従来 の 集合 形式 の 対面 授業 と , 2020 年 度 の 

COVID-19 流行 下 で 学生 が 自宅 か ら 参 加 す る 遠 隔 授業 

に つい て , それ ぞ れ 学習 方 法 , 参加 形態 , 演習 過程 の 

工夫 を 記述 し た . そし て , 「 対 面 授業 の 実施 内 容 を 遠 候 

授業 で も 同様 に 実施 で きた 演習 ] 「 対 面 授業 の 実施 内 

容 に つい て , 遠隔 授業 で 変更 し た 演習 」「 授 業 科 目 と 

し て は 実施 し た が , 硝 陥 授業 で は 学習 方 法 を 変更 し た 

り , 他 の 学習 課題 へ 統合 する な ど , 学習 課題 を 組み 土 

えた 演習 ] に 分 け て , 採用 し た 演習 方 法 と 理由 を 記述 

し た . 

4. 倫理 的 配慮 

本 報告 で 報告 する 研究 演習 は 全て 授業 の 一 環 で 実施 

し た も の で , 教員 と 学生 の 社会 前 関係 り に 配慮 し た 演 

習 や 進め 方 を 検討 し , 研究 倫理 ・ 個 人 情報 の 保護 に 関 

する 講義 も 行なっ た . また , 個人 情報 の 保護 お よび 倫 

理 的 配慮 の 観点 か ら , 本 報告 で は 学生 の 提出 物 等 か ら 

得 ら れる デー タ は 直接 扱わ な い . 

TV. 授業 事例 

1. 学習 環境 

「 集 合 形式 で 行なう 従来 の 対面 授業 ] と 「COVID-19 

流行 下 で 自宅 か ら 参 加 す る 遠隔 授業 ] の 学習 環境 の 信 
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COVID-18 流行 下 に お ける 多 人 数 授業 の 実践 報告 
  

表 1 | 集合 形式 で 行なう 従来 の 対面 授業 】 と 「COVID- 19 流行 下 で 自宅 か ら 参加 する 遠隔 授業 」 の 学習 環境 の 違い 
  

  

  

  

  

集合 形式 で 行なう 従来 の 対面 授業 OO 深 け で 

場所 ・ 情報 処理 演習 また は 講義 室 ・ 自室 

学生 数 ・ 50 人 ずつ (演習 ). また は 100 人 (講義 ) ・ ひ と り 
・ オ ン ラ イン 上 で は 50 和信 ま た は 100 人 

教員 数 ・] 人 (講義 )、 ま た は ら 人 (演習 - ] 人 (プレ ゼン 発表 会 の と き は ら 人 ) 
・ パ ゾ ソコ ン (Windows の み ) ・ パ ソコ ン (Windaws, Mao) パソ コン 等 の デパ イス 

・ タ タブ レッ ト (08 は さま ざま ) 
・ ス マー ト フ ォ ン (0S は さま ざま ) 

  

イン ター ネッ ト へ の 接続 ・ 学 校 の 有線 LAN (自動 ログ イン ) ・ 自 宅 等 の 放線 LAN, WiFi (各自 で 契約 ) 
  

使用 する ソフ ト : Microsoft ・ 使 用 する パソ コン に イン スト ー ル 済 ・ 使用 する パソ コン 等 に イン ス トー ル 済 

Excel, PowerPaint ・ オ ン ラ イン アプ リ を 利用 ・ 
・ 互換 性 の ある 無償 アプ リ を 利用 

  

文献 デー タベース へ の アク セス  ・ 自 動 ア クセ ス (学内 の 有線 LAN 利用 の た め ) ・ 各自 で ID・PW を 入力 (自宅 等 か ら に よる 
リモ ー ト アク セス の た め ) 

  

い を 家 1 に 示す . 本 学 は 入学 時 に パソ コン 貸与 は 行 

な っ て お ら ず , 学生 が 遠隔 授業 を 受け る 際 の デバ イス 

は きま ざま で あっ た . 多く の 学生 は パソ コン か ら 受 講 

し , パソ コン と スマ ー ト フォ ン を 併用 する 学生 も 一 定 

数 いた . 一 部 で は ある が スマ ー ト フォ ン の み の 受 税 も 

あっ た . 

演習 で 使用 する Microsoft 社 の 製品 は , 本 学 学生 は 

全員 Ofice365 の アカ ウン ト を 付与 され て お り , イン 

ター ネッ ト に 接続 し た パソ コン 等 や スマ ー ト フォ ン の 

アプ リケーション で 利用 可能 で あっ た . し か し , デス 

クト ッ プ 版 , イン ター ネッ ト 版 . ス マー ト フ ォ ン 版 で , 

利用 可能 な 機能 に 制限 が あっ た (と くに Excel) . 

ら . 研究 演習 事例 

[従来 の 集合 形式 で 実施 し て いた 対面 授業 で の 演習 

事例 」 お よび 「COVID-19 流行 下 で 自宅 か ら 参 加 す る 

遠隔 授業 で 実施 し た 研究 演習 の 変更 点 」 を 表 ら に 示す . 

1) 対面 授業 の 実施 内 容 を 遠隔 授業 で も 同様 に 実施 で 

きた 演習 

「 ラ ンダ ム 化 比較 試験 の 体験 ]「 バ イア ス 体 験 演習 」 

は , 従来 か ら ス マー ト フ ォ ン を 用 いて ウエ プア ン ケ ー 

ト に 回 答 する 方 法 を 採用 し て お り , 変更 は 不要 で あっ 

た . 

[ラン ダム 化 比 較 試 験 の 体験 ] の ラン ダム 化 は , 対面 

授業 で は 紙 を 使っ た が , 遠隔 授業 で は イン ター ネッ ト 

上 の アプ リケーション で 代替 で きた . 

「 プ レ ゼ ン 演 習 」 は , 従来 通り グル ー プ 発表 を 実施 で 

きた . た だ し , 遼 隔 授業 で は 学生 が 自分 の パワ ー ポ イ 

ント を 画面 共有 する 必要 が ある た め , 練習 を ね た 時 

間 を 事前 に 設け た ,  。 

ら ) 対面 授業 の 実施 内 容 に つい て , 遠隔 授業 で 変更 し 

た 演習 

Excet で ピボット テー ブル を 用 いた 集計 は , Micro- 

soft 社 の 製品 の 和 用 環境 の 違い か ら , ビ ボ ッ ト テ ー ブ 

ル の 機能 を 全員 が 利用 で き な か っ た . その た め 巡 隔 授 

業 で は ,。 ピボット テー ブル を 使っ た 学習 課題 は 任意 と 

し た . 

グル ー プ ご と の アン ケー ト 調 査 は , 遠 陥 授業 で は 実 

施せ ず , 学生 は 教員 が 作成 し た アン ケー ト に 回 答 する 

方 法 に 変更 し た . 従来 の 方 法 は , アン ケー ト 調 査 に 取 

り 組 む 過 程 で グル ー プ メン バー 同士 の 関係 性 の 構築 と 

部 員 に よる フォ ロー を 必要 と する が , COVID-19 流行 

下 の 氷 隔 授業 で は , これ ら が 人 十分 に 機能 し な い 可 能 価 

が あっ た た めで ある . 具体 的 に は , 授業 カリ キュ ラム 

上 , 譜 隔 授業 の 導入 時 期 と 重なっ た こと , 対象 者 が 1 

年 生 で あり , 学生 同士 が コミ ュ ニ ケー ショ ン を 取る 機 

会 が ほとん ど な か っ た こと ゆで あっ た . 

3) 授業 科目 と し て は 実施 し た が , 遠隔 授業 で は 学習 
方 法 を 変更 し た り , 他 の 学習 課題 へ 統合 する な ど , 
学習 課題 を 組み 替え た 演 暫 
Excel を 使っ た デー タ 分 析 は , 従来 の 資料 配布 , 品 
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表 ら 従来 の 集合 形式 に よる 演習 の 学習 目標 ・ 学 習 方 法 ・ 参 加 形態 ・ 演 習 過 程 の 工夫 , お よび , COVID-19 流行 下 に お 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

ける 遠隔 授業 で の 変更 点 

事例 従来 の 集合 形式 に よる 演習 COVID- 19 流行 下 に お ける 遠隔 授業 で の 変更 点 

A. 横断 研究 の 【 学 習 目標 } 
一 連 の 工程 ① 研 究 計画 ・ 実 施 ・ 分 析 ・ 報 告 の 工程 を 理解 する 
を 体験 する Microsoft Excal を 用 いた 記述 統計 の スキ ル を 習得 
演習 する (関数 . ピボット テー ブル ) 

~ ⑧1 変数 と ら 変数 の 記述 統計 の 結果 の 読み 方 、 解釈 の 仕 
方 を 理解 する 

【 学 習 方 法 
看護 学生 の 将来 の 働き 方 や 関心 に 関連 する 要因 を 調べ る 教員 が 作成 し た 心理 テス ト の アン ケー ト 調 査 を 学生 に ウエ ブ 
調 窒 票 を グル ー プ ご と に 作成 し . 紙 配 布 に よる アン ケー フォ ー ム か ら 回 答 し て も らい , 各自 で 分 析 を し て も ら う , 
ト 調 査 を 行なう . 

【 参 加 形 態 】 
グル ー プ , お よび 個人 個人 
[演習 過程 の 工夫 】 
① 質 問 票 の 作成 ・ デ ー タ 入力 を グル ー プ で 行ない , 自分 ① 質 問 球 の 作成 は 教員 が 行なっ た た め , 質問 票 の 作り 方 の 工 

た ち で 作成 し た Excgl を 使っ て 分 析 を 行なう 夫 や 改善 点 を 学生 自身 が 思考 する 時 間 を 取る こと が で な 

⑧⑥ 分 析 は まず は 個人 で 行い レポ ー ト を 作成 し た あと , グ か っ た . ・ 
ルー プ と し て の プレ ゼン テー ショ ン 資 料 (パワ ー ポ イ  ⑧ ウ エ ブ ア ン ケ ー ト で 実施 し た た め . デー タ 入 力 の プロ セス 
ント ) を グル ー プ で 1 つ 作 成す る . は 不要 で あっ た . 

⑨⑧Excel 操作 の 習得 や 分 析 結 果 の 確認 は , 資料 の 配布 ,  ③ 分 析 で 使う デー タ と 演習 内 容 を 明示 し た Excel を 配布 し . 
口頭 で の 説明 . Excel 操作 の 実演 で 説明 し た . その 後 Excel に 明示 され た 課題 を 解く と , その 場 で 集計 の 正誤 判 
は グル ー プ メン バー 同士 で の ディ スカ ッ シ ョ ン を 基本 定 が 表示 され る よう に , あら か じ め Excel を 設定 し た . 
と し , それ で も 不明 な 点 は 教員 が フォ ロー する . ④Excel 操作 の 習得 や 分 析 結 果 の 確認 は 、 資 料 の 配布 , 口頭 

で の 説明 . Excel 操作 の 実演 で 説明 し , さら に , 演 課 是 
に 添っ て Excel 操作 の 動画 を 作成 し , 各自 で 動画 を 確認 で 

寺 きる よう に し た , それ で も 不明 な 点 は , 教員 に 質問 し て も 

らい 、 回 答 し た . 、 

プレ ゼン テー ショ ン は 別 の 演習 課題 で の 実施 に 変更 し た 

B. 教員 が 計画 【 学 習 目標 】 1 
し た ラ ンダ ラン ダム 化 比較 試験 の 研究 デザ イン を 理解 する 

人 【 細 方 法 
習 に 研究 動画 数 材 の 教育 効果 を 検証 する ラン ダム 化 比較 試験 の 注 対 授 業 と 同様 に 実施 

参加 者 の 立 に 参加 
場 で 参加 す 』 参 加 形 態 】 
る 演習 グル ー プ 対面 授業 と 同様 に 実施 

【 演 習 過程 の 工夫 ] 
. 教室 に 全員 集合 し て も らい , ラン ダム 化 比較 試験 演習 に イン ター ネッ ト を 介し た 双方 型 授業 で . ラン ダム 化 比較 試験 

関す る 説明 ・ 同 意 の プロ セス を 経て , 封筒 法 を 用 いた ラ 演習 に 関す る 説明 ・ 同 意 の プロ セス を 経た あめ と, あらかじめ 
ンダ ム 化 で , 2 つの 動画 教材 の どちら を 視聴 する か を 決 教員 が 作成 し た イン ター ネッ ト 上 の くじ 引き サイ ト に 各自 で 
定 す る アク セス し て も らい , ら つの 動画 教材 の どちら を 視聴 する か 

を 決定 し た 

C.、 アン ケー ト 【 学 習 目標 】 
調査 に 参加 調査 で 生じ る バイ アス を 理解 する 

を 体験 す 学習 方法 
る 演習 教員 が 作成 し た アン ケー ト に 回 答 す る 、 アンケー ト は , 対面 授業 と 同じ 方 法 で 実施 

- 回 答 者 や 選択 肢 の 違い に よっ て バイ アス が 生じ る よう 設 
計 し て お く ぐ く . 

【 参 加 形 態 】 
個人 対 面 授業 と 同じ 方 法 で 実施 

[演習 過程 の 工夫 】 
アン ケー ト の 回答 結果 を 授業 で すぐ に 活か せる よう , ウ 
エ ブ ア ン ケ ー ト に アク セス する た め の QR コー ド を 掲載 
し た 資料 を 配布 し , リア ル タ イ ム 集 計 を 行う 

対面 授業 と 同じ 方 法 で ある が , ウエ ブ ア ン ケー ト に アク セス 
する た め の URL は , 紙 資 料 の 配 看 で は な く . オン ライ ン 上 

で 提示 し た . 
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表 2 つづ き 

事 人 従来 の 集 人 形式 に よる 演 暫 COVID-19 流行 下 に お ける 台 則 授業 で の 変更 上 
D. フル ー ツ カ 【 習 目 林 

ク テ ル 式 プ ① ゆ プレゼンテーション の スキ ル を 習得 する 
レ ゼ ン テ ー め 他 者 の 発表 か ら 学 点 

グル [上 暫 方 
プ 発 表 ①1 チー ム 4ー5 人 で 構成 され る チー ム で 1 つの パワ ー  ① 各 自 で パワ ー ポ イン ト 等 の 発表 資料 を 作成 する 

ポイ ント を 作成 する 
@ 教 員 が あら か じ め 割 り 当 て て . 異な る チー ム メ ン バ ー 
で 構成 され る グル ー プ に 分 か れ て , 宮 自 が チー ム の 代 
表 と し て 発表 する 

【 参 加 形 態 
グル ー プ 

【 演 習 過 程 の 工夫 】 
⑦① チ ー ム で 取り 組ん だ 学習 課題 に 対し フル ー ツ カク テ 
ル 式 プレ ゼン テー ショ ン を 用 いる こと で . 発表 時 に 学 
習 者 の 主体 性 が 確保 され る . 

@ 発 表 は グル ー プ を 変え て 2 回 実施 する こと で , フィ ー 
ド バ ッ ク と 修正 の 即時 性 が 働き や すい 

頭 説明 , Excel 操作 の 実演 に 加え て , 遠隔 授業 で は , 

分 析 結 果 の 正誤 判定 を 表示 する Excel フォ ー マ ッ ト の 

配布 , Excel 操作 の 答 画 作成 を 行なっ た . 教員 数 に 対 

し 学生 数 が 多い 場合 , 遠 陥 授業 で は 教員 が 全学 生 の 様 

子 を タイ ムリ ー に 観察 する こと が 難し く , 演習 が 進ん 

で いな い 学 生 は , 自ら 質問 する 主体 性 が な けれ ば 最後 

まで 演習 に 取り 組む こと が 困難 で ある こと が 予想 され 

た . その た め , 学生 の レデ ィ ネ ス に 応じ て , 個人 で 繰 

り 返 し 学習 し や すい よう 動画 を 作成 し た . 

プレ ゼン 演習 は , 従来 の 対面 授業 で は , 個人 で グ 

ルー プ ご と の アン ケー ト 結 果 を レポ ー ト に まとめ , そ 

の 後 グ ルー プ と し て プレ ゼン テー ショ ン 資 料 を 作る 2 

段階 の 学習 過程 を 設定 し た . それ に 対し て , 遠隔 授業 

で は , 2) で 述べ た 理由 か ら , グル ー プ で の アン ケー ト 

は 実施 し な か っ た . その た め , 別 の 学習 課題 と し て , 

教員 が 指定 し た 複数 の 課題 論文 か ら 自 分 で 論文 を 選 

が, 文献 を 批判 的 に 吟味 し た 結果 を まとめ て 発表 する 

と いう 内 容 に 変更 し た , 

3. 遠隔 授業 に 伴い , 授業 全般 で 検討 し た 事項 

遠隔 授業 の た め に 要 し た 教員 側 の 準備 は , 演習 で 活 

用 可能 な ICT ツー ル を 探し て 実際 に 試し て お く , 学生 

が 利用 する 複数 の デバ イス で ソフ トウ エア の 作動 状況 

を 確認 する , グル ー プ 発表 の た め の ア カウ ント を 設定 

する 等 で あっ た . 

遠隔 授業 に な る こと で 質問 し に くく な る 学生 へ の 配 

慮 と し て , 了 名 で 利用 で きる チャ ッ ト や 質問 フォ ー ム 

@ 教 員 が あら か じ め 割 り 当 て た グル ー プ で . 順に 発表 する 

グル ー プ ( 対 授 業 と 同じ ) 

① 学 生 は 発表 資料 を 個人 で 作成 し . また , 遠隔 授業 と いう 学 
習 環境 で の プレ ゼン テー ショ ン 経 験 が ま と ん ど な い た め , 
. 学 習 の 動機 付け と プレ ゼン 準備 の 録 点 か ら . ' 発 表 資 料 の 途 
中 経過 を 共有 する 場 を 事前 に 設け た 

. 発表 は , 対面 授業 時 と 同様 に 8 回 実施 し た 

を 導入 し , 授業 後 ア ン ケ ー ト の 質問 柚 で 入力 され た 質 

間 へ の 個別 対応 を 強化 し た . 

学習 課題 に 対す る 成果 物 は , 従来 の 演習 で は 最終 成 

巣 物 の み で あっ た が , 遠隔 授業 で は 作成 の 途中 段階 の 

も の も 提出 し て も らい , 学習 の 進捗 を 竣 認 する と と も 

に , 良い 点 と きら に 工夫 で きる 点 を 人 金 員 に 個別 で 

フィ ー ド バッ ク し た . 

V. 考 宗 

大 学 の リソー ス を 用 いて 対面 授業 で 実施 する 従来 の 
演習 は , 学修 者 の 学習 環境 を 巻 感 し た うえ で , 境 隔 授 

業 で も ある 程度 実施 可能 で あっ た . 従来 の 方 法 と 全く 

同じ 方 法 で は な く て も , 学習 目標 に 照ら し 合わ せ て 学 
習 の 工程 を 分 解 し , 他 の 学習 課題 と 組み 合わ せる こと 
で , 最終 的 に は 従来 と 同様 の 学習 課題 に 取り 組ん で も 
ら う こと が で きた . この よう な 授業 の 再 設計 は , 感 上 

症 の 流行 や , 対 面 授業 か 遠隔 授業 か に よら ず , 久 究 演 
習 事例 を 工夫 する と き の 組 み 立 て 方 と 同様 で あっ 
た 9. また , 従来 か ら イ ンタ ーネット を 活用 し て いた 

こと で , 境 隔 援 業 で 変更 不要 な 工程 も あり , 平時 で の 
ICT の 活用 が 有用 で あっ た . 一 方 で , COVID-19 の 流 

行 が 契機 と な っ て 変更 し た 学習 方 法 に は , 平時 で も 利 
用 可能 な も る の が あっ た . 
従来 の 対面 授業 で 行なっ た 方 法 と COVID-19 流行 

下 に お ける 遠隔 授業 の 方 法 の 大 き な 変 更 点 は ,。 グル ー 
プ ワ ー ク を ベー ス と し た 学習 と 個人 を ベー ス と し た 学 
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将 の 配分 で ある . 本 報告 で は , この よう な 学習 過程 の 

條 い が 学習 の 理解 度 や 動機 付け に どの よう な 形 響 し た 
か は 評価 で き て いな い . 例え ば , グル ー プ ワー ク は , 
個人 で は 実施 し に くい 課題 を 協 同学 習 に より 実現 し , 
学修 才 同 士 の ディ スカ ッ シ ョ ン を 通し て 学習 を 促す こ 

と が 期待 され る . 一 方 で , 個人 学習 に 重き を お いた 学 

習 は 。 学修 者 に よっ て レデ ィ ネ ス が 異な る 場合 , 自分 
の ペー ス で 学習 課題 に 取り 組ん だ り , 動画 を 用 いた 線 
り 返 し 学習 が 向く 学習 課題 で は , 学習 の 順序 性 や 散 員 
の フィ ー ド バッ ク に よる 完全 習得 学習 ' り に より 高 い 学 
習 効 果 が 期待 で きる 8. 

COVID-19 流行 下 の 遠 隔 授業 に 対す る 評価 は さま ざ 

まで 9,「 対 面 授業 より も 質問 し や すい , 集中 し や す 

い ] と いっ た 意見 に 対し , 「 剖 隔 授業 は 質問 し に くい , 
集中 し に くい 」 と いっ た 相反 する 意見 が ある . 遠隔 授 

業 は , 学修 者 の 好み の 学習 スタ イル と 授業 の 内 容 に 

。 よっ て 評価 が わか れ や すい が , 学生 数 に 対し て 教員 数 

が 少な い 多 人 数 授業 の 場合 , 遠隔 授業 で は 学生 全員 が 

常に 主体 的 に 発言 する こと は 上 難し く , 教員 も 学生 の 様 

子 が その 場 で 把握 で きず , 対面 授業 と 同等 の フォ ロー 

は 現実 的 に 困難 な 場合 が ある . さら に , 感染 症 の 流行 
下 の 新入 生 に 対し て は , 他 学 年 と 比較 し て 対面 授業 の 

機会 が な く , 学生 同士 も コミ ュ ニ ケー ショ ン を 取り に 

くい 状況 人 に ある こと へ の 配慮 が 求め られ る . さま ざ 

まな 教育 方 法 の 中 で も , フィ ー ド バッ ク 中 や 数 員 と 学 

修 者 の 物理 的 ・ 心 理 的 中 区 の 近 き さ 客 は , 学習 に 影響 す 
る 重要 な 要因 で ある . 今回 の 経験 か ら も , 質問 し に く 
い 学 生 へ の 配慮 や 、 フ ィ ー ド バッ ク の 機会 を 増やす こ 
と は 重要 で あっ た と 考え られ た . 

本 報告 は , COVID-19 の 流行 下 で の 演習 事例 で ある 
が , 今後 も この よう な 事態 は 起こ と る だ ろう . 例え ば 一 

般 的 に 普及 し て いる ソフ トウ エア で あっ て も 。 学習 環 
境 に よっ て 利用 可能 な 機能 に 前 限 が あり 演習 が で き な 

いと いう ケー ス は , 集合 形式 の 対面 授業 で 起こ り に く 

い 。 学修 者 の 学習 環境 と し て , 平時 か ら イ ンタ ー ネ ッ 

ト や パソ コン の 問 備 が 求め られ る . また 遠隔 授業 で 初 

め て 取り 組む 演習 で は , 学修 者 の 学習 環境 に あわ せ た 

事前 の 検証 に 加え て , 学修 者 か ら の 報告 , 演習 を 実施 

で き な い 場合 の 代替 法 の 検討 な ひど びり スク マネ ジメント 

が 必要 で ある . 

M. 結 計 

対面 授業 で 実施 し て いた 研究 演習 は , 遠隔 授業 で も 
ある 程度 実施 する こと が で きた . た だ し , 学生 の 学習 

環境 に よっ て 利用 可能 な ソフ トウ エア が 異な り , 学習 

ググ 

課題 の 見 直し や 学習 方 法 を 変更 する 必要 が 生じ た . ま 
た , 学習 課題 に 応じ て , グル ー プ ワー ク と 個人 ワー ク 
の 配分 を 変更 し た . 一 方 で , COVID-19 の 流行 に 伴い 
変更 し た 学習 方 法 は , 対面 授業 で も 利用 可能 な も る の で 
あっ た . 感染 症 の 流行 下 に ある 学生 の 学習 環境 に 配慮 
する と 同時 に , 平時 より , 学習 目標 を 達成 する た め の 
効果 的 ・ 効 率 的 な 学習 方 法 を 開発 し 続け る 必要 が ある . 

利益 相反 

本 報告 に つい て , 開示 すべ き 利 益 相 反 は な い . 
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